
「臨時休講の対象となる気象警報の種類の追加と対象となる地域の見直しについて」 

 

気象庁の防災気象情報が体系改定されたことに伴い、学生の皆さんの安全を確保する

目的で、令和８年９月１日より、履修の手引きに記載してある、臨時休講、緊急時対応

の「イ．気象警報が発令された場合」の、「対象となる気象警報の種類」に「レベル４

危険警報」を追加します。 

また、「対象となる地域」の見直しを行い、「京都府南部」を対象となる地域に追加

します。 

  

履修の手引き（７ページ） 

（４）臨時休講、緊急時対応 

   下記のア～ウの場合は、臨時休校となります。各自で情報を的確に収集し、以下の定めに従

って行動してください。その際、大学への連絡は不要ですが、後日、教務課で必要な手続き

をしてください。 

 

ア．交通機関ストライキの場合 

鉄道会社 対象になる路線 

近鉄 全線 

上記に示す交通機関がストライキを行った場合、次の時限が休講となります。 

①午前７時の時点で実施されている場合：午前の授業(1•2時限)を休講とする。 

②午前１０時の時点で実施されている場合：午後の授業(3・4・5・6時限)を休講とする。 

  

イ 気象警報が発令された場合 

対象となる地域 対象となる気象警報の種類 

奈良県北西部又は大阪府 
又は京都府南部 

特別警報•暴風警報（大雨警報は対象外） 

レベル４危険警報 

    上記に示す警報が発令された場合、次の時限が休講となります。 

①午前７時の時点で実施されている場合：午前の授業(1•2時限)を休講とする。 

②午前１０時の時点で実施されている場合：午後の授業(3・4・5・6時限)を休講とする。 

     ※通学途中に、通学が危険かつ困難となった場合は、各自の判断で気検討を回避し、後

に、教務課に届け出てください。 

  

ウ．公共交通手段が計画運休を発表した場合 

下記①あるいは②の場合、臨時休講となります。 

①近鉄のけいはんな線、奈良線のいずれかで計画運休を実施する場合 

②奈良・大阪・京都のJR、近鉄（京都線・大阪線・生駒線のいずれか）、南海、京阪、阪急、

大阪市高速電気軌道（OsakaMetro）のうち、4社以上が計画運休を実施する場合 



…奈良県北西部又は大阪府又は京都府南部に発出
 7  時時点で発出→ 1・2限 休講（学部 , 院共通 ) 
10 時時点で発出→ 3 ～ 6限 休講（学部） ,3 ～ 5 限  休講（院）
13 時時点で発出→ 6・7限 休講（院）
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・上記の基準に該当しない場合であっても、気象状況や交通機関の運行状況等を総合的に判断し、
　休講とすることがあります。また、休講対象に該当する場合であっても、オンライン授業へ
　切り替えて実施する場合があります。
・上記は休講の基準を定めたものであり、個々の学生の登学可否を示すものではありません。
　学生の居住地や通学経路、利用する交通機関等により危険の程度は異なりますので、安全を
　最優先とし、各自の状況に応じて登学の可否を判断してください。

※教務システムやクラスルームでお知らせします。
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